
月日（日時）

検査

大津赤十字病院

低体温療法1日目 低体温療法2日目

目標体温の維持と合併症の予防と早期発見

入院 1日目 入院 2日目

／ ／

入院 3日目

人工呼吸器装着、鎮静剤、筋弛緩剤、
抗生剤の投与のもとで、体温を34度から35度まで
復温させます。

低体温療法3日目

人工呼吸器装着、鎮静剤、筋弛緩剤、
抗生剤の投与のもとで、体温を35度から36度まで
復温させます。

血液検査（2時間毎）、胸部X線、心電図、頭部CT血液検査（2時間毎）、胸部X線、心電図

患者様用

／ ／  　―

入院 4日目以降

低体温療法終了後

病状を把握し、適切な治療・処置
を継続して行います

病態に応じて適切な治療を継続
して行います。

適宜検査を行います。

低体温療法を受けられる患者様のご家族様へ

患者氏名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　受持医署名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　受持看護師署名　：

ご家族様への説明

達成目標

治療・薬剤
(点滴・内服)
リハビリ

目標体温の維持と合併症の予防と早期発見

血液検査（2時間毎）、胸部X線、心電図

人工呼吸器装着、鎮静剤、筋弛緩剤、
抗生剤の投与のもとで、体温を34度まで下げ
ます。

適宜、主治医・看護師から病状について説明があります

目標体温の維持と合併症の予防と早期発見
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